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十
二
月 

別
名 

師
走
（
し
わ
す
）
・
建
丑
月
（
け
ん

ち
ゅ
う
げ
つ
）
・
季
冬
（
き
と
う
）
、
極
月
、
窮
月
、
臘

月
、
残
冬
、
暮
冬
、
晩
冬
、
春
待
ち
月
、
梅
初
月
な
ど 

お
坊
さ
ん
（
法
師
）
ま
で
も
あ
わ
た
だ
し
く
走
り
回
る
月
と
い
う
の

は
目
に
見
え
る
よ
う
で
微
笑
を
誘
う
が
、
年
の
終
わ
り
の
月
「
歳
果

（
と
し
は
）
つ
る
月
」
、
あ
る
い
は
す
べ
て
の
農
作
業
を
終
え
る
月

で
『
為
果
（
し
は
）
つ
月
』
か
ら
転
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。 

 
 
 

『
十
二
月
の
花
』 

寒
椿
（
か
ん
つ
ば
き
）
、
寒
牡
丹
（
か
ん
ぼ
た
ん
）
、
柊
、
枇
杷
、
日
本
水

仙
、
シ
ク
ラ
メ
ン
、
ゼ
ラ
ニ
ュ
ー
ム
、
君
子
蘭
、
冬
桜 

参
考 

鈴
木
充
広
著「
暮
ら
し
に
生
か
す
旧
暦
ノ
ー
ト
」河
出
書
房 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

皇
帝
ダ
リ
ア 

 

   

           

『十
二
月
の
言
葉
』 

 

キ
リ
ス
ト
教
の
伝
道
と
は
自
分
の
主
帳
を
世
に
及
ぼ
し
、
自

分
の
徳
を
も
っ
て
人
を
変
化
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
分
の

党
、
自
分
の
弟
子
を
つ
く
る
こ
と
で
は
な
い
。
キ
リ
ス
ト
教
の

伝
道
と
は
自
分
に
罪
が
あ
る
こ
と
を
世
に
表
白
し
、
自
分
の

受
け
た
恩
恵
（め
ぐ
み
）を
人
に
示
し
、
自
分
の
救
い
主
を
世

に
紹
介
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
彼
の
従
者
、
彼
の
弟
子
を
作
る
こ

と
で
あ
る
。
世
に
い
う
伝
道
と
い
う
も
の
と
キ
リ
ス
ト
教
の
伝

道
と
い
う
も
の
と
の
間
に
こ
の
よ
う
な
相
違
の
あ
る
こ
と
を
私

た
ち
は
心
に
と
め
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
意
味
か
ら
す

れ
ば
真
正
（ま
こ
と
）の
キ
リ
ス
ト
信
者
は
だ
れ
で
も
伝
道
に

従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
伝
道
は
説
教
で
も
な
け
れ
ば
牧

会
で
も
な
い
。
伝
道
は
自
分
の
心
に
実
験
し
た
神
の
救
じ
ょ
う

を
世
に
発
表
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
実
験
が
な
く
て
は
ど
ん

な
に
該
博
な
神
学
教
育
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
て
も
キ
リ
ス

令和 3年 12月（ 221）

９）（219）

（218）（207）

（（（No2011）  

 
医院だより  

目
次 

１  

十
二
月
の
異
称
、
十
二
月
の
花
、
十
二
月
の
言
葉 

 
   

 

２ 

十
二
月
の
暦
、
お
知
ら
せ
、 

 
     

３ 

発
熱
受
診
・
相
談
セ
ン
タ
ー
（
群
馬
・
埼
玉
） 

 
 
 
 
 
 

健
康
テ
レ
フ
ォ
ン 

４ 

日
野
原
先
生
語
録
、 

大
岡 

信
「
折
々
の
う
た
」 

け
ん
こ
う
（
１
４
５
） 

８ 

院
長
の
ひ
と
り
ご
と
（
１
９
１
） 
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 ト
教
の
伝
道
師
で
は
な
い
。
ま
た
、
こ
の
実
験
が
あ
れ
ば
誰

で
も
有
力
な
伝
道
師
で
あ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 
 
 

内
村
鑑
三
著
「一
日
一
生
」
十
一
月
二
十
三
日
』 

 

『
十
二
月
の
暦
』 

 
 

 

一 
 

日 

映
画
の
日
、
エ
ジ
ソ
ン
が
発
明
し
た

キ
ネ
ト
ス
コ
ー
プ
が
日
本
に
上
陸
し

た
の
が
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九

六
）
、
十
二
月
一
日
神
戸
の
神
港
ク

ラ
ブ
で
二
台
の
映
写
機
、
十
本
の
プ

リ
ン
ト
が
一
般
公
開
さ
れ
た
。 

鉄
の
記
念
日
、
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
、 

 
 

三 

日 

障
害
者
週
間
、
秩
父
夜
祭 

 
 
 
 
 
 

カ
レ
ン
ダ
ー
の
日
、
明
治
五
年
（
一

八
七
二
年
）
維
新
の
政
府
は
突
然

「
来
る
十
二
月
三
日
を
新
暦
の
明
治

六
年
一
月
一
日
と
す
る
」
と
太
政
官

布
告
。
庶
民
は
驚
く
ば
か
り
だ
っ
た

が
、
太
陽
暦
（
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
）
の

外
国
と
の
交
渉
に
陰
暦
は
具
合
が
悪

か
っ
た
の
が
実
情
。 

 
 

四 

日 

人
権
週
間 

 
 

七 

日 

大
雪 

 
 

八 

日 

太
平
洋
戦
争
開
戦
記
念
日 

 
 

九 

日 

皇
后
誕
生
日
、
漱
石
忌 

 

十 

日 

世
界
人
権
週
間 

 

 
 

十
四
日 

東
京
高
輪
泉
岳
寺
義
士
祭 

 

二
十
二
日 

冬
至 

 

二
十
四
日 

ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ブ 

 

二
十
五
日 

ク
リ
ス
マ
ス
、
蕪
村
忌 

こ
が
ら
し
や 

 
 

何
に
世
わ
た
る
家
五
軒 

 

蕪
村 

 

三
十
一
日 

年
越
し
、
大
給
、
除
夜
の
鐘
、
男
鹿 

な
ま
は
げ
、
出
羽
三
山
松
例
祭 

 
 

 
 

 

参
考 

令
和
３
年
神
宮
舘
運
勢
暦
（神
宮
舘
） 

暮
ら
し
の
歳
時
記
３
６
５
日『
今
日
は
何
の
日
か
？
』（
講
談
社
） 

  
 
 
 
 
 

 

  

お
知
ら
せ 

一
、
保
険
証
の
提
示
に
つ
い
て 

月
の
最
初
の
受
診
時
に
は
、
受
付
に
保
険
証 

を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。 

二
、
診
療
案
内 

○
一
般
外
来
診
療
・往
診
・在
宅
医
療 

 
 

 

○ 

禁
煙
外
来 

     

○ 

骨
粗
鬆
症
の
検
査･

治
療 

○ 

ピ
ロ
リ
菌
有
無
の
検
索
と
除
菌 

○ 

Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
予
約 

○ 

胃
カ
メ
ラ(

二
十
年
九
月
よ
り
再
開)

・大
腸
カ
メ

ラ
（現
在
は
休
止
）  

○ 

肺
炎
球
菌
・ 

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン 

〇 

発
熱
対
応 

四
月
以
降
も
継
続
中 

三
、
当
番
医
・十
二
月
十
二
日
（日
）九
時
か
ら
十
八
時
ま
で 

 
 

 
 

 
 

 

令
和
四
年 

二
月
二
十
七
日
（日
） 

四
月
二
十
四
日
（日
） 

四
、
外
来
の
予
約
診
療
の
一
時
休
止
に
つ
い
て 

外
来
の
混
雑
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。 

待
ち
時
間
を
減
ら
す
努
力
は
い
つ
も
心
が
け
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
災
禍
の
た
め
、
発
熱
外
来
、
各
種
ワ

ク
チ
ン
接
種
な
ど
、
藤
岡
で
の
蔓
延
を
抑
え
終
息
に
導

け
る
よ
う
、
他
の
医
療
機
関
と
と
も
に
努
め
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
外
来
予
約
制
は
一
時
休
止
し
て
お
り
ま
す

が
、
体
調
が
極
め
て
優
れ
な
い
方
は
直
接
窓
口
に
声
を

か
け
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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 五
、
発
熱
外
来 

現
在
も
継
続
し
て
い
ま
す 

 
 

一
般
の
慢
性
疾
患
で
通
院
さ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん
と
分

け
て
（動
線
を
別
に
し
て
）診
療
す
る
こ
と
が
必
要
な

た
め
以
下
の
よ
う
に
診
療
し
ま
す
。   

・ 

発
熱
・風
邪
症
状
が
あ
る
方
は
ま
ず
お
電
話
い
た

だ
き
、
医
院
の
案
内
に
沿
っ
て
待
機
し
て
く
だ
さ
い
。 

医
院
の
電
話 

０
２
７
４―

２
２―

８
３
１
５ 

 

発
熱
外
来
対
応
時
間
と
、
予
約
時
間
は
次
の
通
り
で
す
。 

 

     

           

変
更
に
な
り
ま
す
！ 

☆
十
二
月
一
日
か
ら 

 

藤
岡
市
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー 

 
 

 
 

 
 

 

０
２
７
４
・４
０
・８
０
２
４ 

次
の
機
関
で
も
受
診
に
つ
い
て
の
相
談
が
で
き
ま
す
。 

六
、
群
馬
県
保
険
医
協
会
二
十
四
時
間
健
康
テ
レ
ホ
ン 

 

電
話
〇
二
七―

二
三
四―

四
九
七
〇 

http://w
w
w
.raijin.com

/kenko/ 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

        
 
 
 
 

 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

   
 
 
 

七
、
第
３
回
目
の
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
ワ
ク
チ
ン 

接
種
に
つ
い
て
は
情
報
が
入
り
次
第
広
報
い
た

し
ま
す
。
市
な
ど
の
広
報
も
ご
覧
に
な
っ
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。 

 

   

予約受付時間 午前 午後 

月、火、水、金 8:30-12：00 17:00-18:00 

木、土 8：30-11：00 なし 

発熱外来 午 前 午 後 

月、火、水、金 12：00-13：00 17：00-18：00 

木，土 11：00-13：00 なし 

群馬県受診・相談センター 

（２４時間対応） 

0570-082-820 

前橋市受診・相談センター 

（午前８時３０分～午後９時） 

027-220-1151 

高崎市受診・相談センター 

（平日 午前８時半～午後５時１５分） 

前橋・高崎とも時間外は県のセンターへ 

受診相談 

027-381-6112 

一般相談 

027-381-6112 

埼玉県新型コロナウイルス感染 

県民サポートセンター（２４時間受付） 

0570-783-770 

ぐんまコロナワクチンダイヤル（副反応など

の相談）無休、２４時間、２０か国語 

0570-783-910 

月 マウスピースによる歯科矯正 

火 手荒れと手湿疹 

水 口呼吸にご注意 

木 若年性更年期障害 

金 腰痛への新しいアプローチ 

土日 冬場の入浴突然死 

http://www.raijin.com/kenko/
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 か
ら
だ
は
休
み
な
く
、
切
れ
目
な
く
、
使
い
続
け
る 

 
 

日
野
原
重
明 

  

年
を
と
れ
ば
、
か
ら
だ
も
頭
も
老
化
し
ま
す
。
け

れ
ど
、
老
化
は
避
け
ら
れ
な
く
て
も
、
だ
め
に
し
な

い
こ
と
は
で
き
ま
す
。
要
す
る
に
使
い
方
で
す
。
使

わ
な
け
れ
ば
頭
も
か
ら
だ
も
だ
め
に
な
り
ま
す
。
毎

日
、
休
み
な
く
、
切
れ
目
な
く
、
使
い
続
け
る
こ
と

で
す
。 

 

私
た
ち
の
か
ら
だ
は
、
動
か
し
な
が
ら
使
い
な
が

ら
、
同
時
に
調
節
し
た
り
治
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

健
康
に
は
、
何
よ
り
も
良
い
習
慣
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
い
つ
か
、
い
つ
か
と
頭
で
考
え
て
い
る
だ
け
で
は

だ
め
な
の
で
す
。
今
日
の
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
。

な
ぜ
な
ら
、
健
康
は
行
動
の
結
果
で
す
。
健
康
は
実

践
の
な
か
に
あ
る
の
で
す
。 

 

病
気
を
治
す
こ
と
に
主
眼
を
置
く
医
学
に
、
あ
な

た
の
健
康
の
こ
と
ま
で
期
待
す
る
の
は
筋
ち
が
い
。

め
い
め
い
が
生
活
の
な
か
に
実
践
す
る
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
う
、
い
ま
す
ぐ
に
。 

 
 
 

 
 

 
 
 

日
野
原
重
明
著
「
生
き
方
上
手
」 

 
                

  
    

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

累
々
と
徳
孤
な
ら
ず
の
蜜
柑
哉 

 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

夏
目
漱
石 

 
 

 

『漱
石
俳
句
集
』(

大
六)

所
収
。
「徳
孤
な
ら
ず 

と
は
「
易
経
」や
「
論
語
」に
あ
る
言
葉
で
、
徳
あ 

る
者
は
決
し
て
孤
立
し
な
い
、
必
ず
隣
が
あ
る 

と
説
く
。
漱
石
は
こ
の
一
句
を
転
じ
て
、
ど
っ
さ 

り
実
っ
た
蜜
柑
を
讃
え
る
の
に
用
い
た
。
蜜
柑
の 

ふ
く
よ
か
さ
と
「
徳
」と
の
電
光
石
火
の
結
び
付 

け
方
に
、
得
も
言
わ
れ
ぬ
面
白
み
、
つ
ま
り
俳
諧 

が
あ
る
。
学
が
鼻
に
つ
く
一
歩
手
前
で
、
も
の
の 

見
事
に
学
を
離
れ
、
悠
々
と
俳
の
世
界
に
遊
ん 

で
い
る
か
ら
で
あ
る
。  

 
 

 
 
       

大
岡 

信 

折
々
の
う
た 

第
九 

岩
波
新
書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

ハ
バ
ヤ
マ
ボ
ク
チ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

け
ん
こ
う 

（百
四
十
五
） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
肺
炎
（感
染
症
）（１
５
） 

 
 

は
じ
め
に 

 

２
０
１
９
年
１
２
月
３
１
日
、
中
国
湖
北
省
武

漢
市
に
端
を
発
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
は
、
数
か
月
で
世
界
各
地
に
感
染
が
広
が

り
、
あ
と
少
し
で
２
年
に
な
り
ま
す
。 

    

こ
れ
ま
で
の
経
過
に
つ
い
て
、
十
一
月
十
二

日
の
読
売
新
聞
で
、
国
立
国
際
医
療
研
究
セ

ン
タ
ー
国
際
感
染
症
セ
ン
タ
ー
長
、
大
曲
貴

夫
氏
が
記
事
を
寄
せ
て
い
た
の
で
箇
条
書
き

に
記
し
て
お
き
ま
す
。
第
１
波
か
ら
第
５
波

ま
で
の
経
験
で
何
が
問
題
と
な
り
何
が
解
決

に
寄
与
し
た
か
、
第
６
波
の
起
き
る
可
能
性

が
高
い
中
で
国
と
し
て
の
対
応
は
何
を
焦
点

と
す
べ
き
か
に
つ
い
て
ま
と
め
て
あ
り
、
理

解
し
や
す
い
。(

前
回
と
同
じ
く
示
し
ま
す) 

 
 

１
．
流
行
は
２
０
２
０
年
１
月
に
始
ま
り
、

日
本
国
内
で
の
累
計
感
染
者
数
は 

１
７
２
万
人
、
死
亡
者
数
は
１
万
８
千
人

を
超
え
た
。 

２
．
こ
れ
ま
で
５
度
に
わ
た
る
感
染
拡
大 

の
波
を
経
験
し
た
。 
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３
．
未
知
の
感
染
症
で
防
止
策
・
治
療
薬

も
分
か
ら
な
か
っ
た
第
１
波
は
医
療
現

場
に
と
っ
て
は
非
常
に
厳
し
い
時
期
で

あ
っ
た
。 

４
．
感
染
予
防
に
関
す
る
国
内
外
の
知
見

の
蓄
積
と
治
療
薬
の
増
加
で
対
応
の
仕

方
が
分
か
っ
て
き
た
が
、
第
３
波
で
痛

感
し
た
の
が
病
床
逼
迫
（
ひ
っ
ぱ
く
）

の
問
題
だ
っ
た
。
治
療
方
法
が
確
立
さ

れ
つ
つ
あ
っ
た
状
態
に
お
い
て
も
、
患

者
に
医
療
が
届
か
な
い
事
態
に
な
り
、

特
に
今
年
６
月
以
降
の
第
５
波
下
の
東

京
で
は
自
宅
療
養
中
に
亡
く
な
る
人
が

相
次
い
だ
。 

５
．
８
月
の
ピ
ー
ク
時
に
は
、
１
日
当
た

り
の
都
内
の
感
染
者
が
５
０
０
０
人
を

超
え
、
自
宅
療
養
者
は
最
大
時
で
２
万

五
千
人
、
入
院
先
な
ど
の
療
養
先
が
決

ま
ら
な
い
患
者
も
１
万
人
を
超
え
た
。

制
御
不
能
な
状
況
に
あ
り
、
災
害
レ
ベ

ル
で
感
染
が
猛
威
を
振
る
う
非
常
事
態

に
陥
っ
た
。
幸
い
国
民
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
率
の
上
昇
と
と
も
に
感
染
者
数
は
激

減
し
て
い
る
。 

６
．
一
方
、
病
床
数
の
逼
迫
で
他
疾
患
の

患
者
さ
ん
も
重
症
化
し
て
か
ら
病
院
に

運
ば
れ
て
来
た
た
め
、
治
療
期
間
が
長
く

な
り
、
さ
ら
に
新
た
な
患
者
の
受
け
入
れ

が
困
難
と
な
る
悪
循
環
に
陥
っ
て
し
ま
っ

た
。 

７
．
国
は
、
第
６
波
に
備
え
、
コ
ロ
ナ
病
床

を
増
や
す
こ
と
を
考
え
て
い
る
が
、
そ
れ

を
上
回
る
大
流
行
が
起
こ
れ
ば
非
常
事
態

に
陥
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。 

８
．
非
常
事
態
に
陥
る
前
に
感
染
拡
大
を
い

ち
早
く
抑
制
す
る
対
応
を
立
て
て
お
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。 

９
．
新
た
な
感
染
へ
の
対
応
と
と
も
に
重
要

な
の
が
、
倦
怠
感
、
味
覚
・
嗅
覚
異
常
な

ど
後
遺
症
の
問
題
で
あ
る
。
国
際
感
染
症

セ
ン
タ
ー
で
の
調
査
で
は
、
感
染
者
の
４

人
に
１
人
、
１
年
後
も
約
１
割
に
何
ら
か

の
後
遺
症
が
残
っ
て
い
た
。
後
遺
症
の
有

効
治
療
法
が
ま
だ
な
い
こ
と
も
考
え
て
、

感
染
し
な
い
こ
と
が
最
良
の
予
防
策
と
な

る
こ
と
を
再
確
認
す
べ
き
で
あ
る
。 

 
 
                

 

１ 

世
界
と
日
本
、
群
馬
県
の
感
染
者
数 

 
 

（死
亡
者
数
） 

（十
二
月
六
日
現
在
） 

   

１
か
月
前
か
ら
の
変
動
も
併
せ
て
示
す
。 

    

報
道
機
関
に
よ
り
数
字
の
異
動
あ
り
ま
す
。 

世
界  

２
億
５
１
９
４
万
１
７
５
８
人 

（
５
０
７
万
９
９
９
０
人
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⇓ 

２
億
６
５
８
６
万
３
０
５
８
人 

（
５
２
５
万
５
８
５
９
人
） 

 
 
 
 
 

米
国 

 
 

４
６
８
５
万
２
２
７
６
人 

（
７
５
万
９
６
７
６
人
） 

 
 
 
 
 
⇓ 

４
９
０
８
万
５
３
６
１
人 

（
７
８
万
８
３
６
３
人
） 

 
 
  

イ
ン
ド   

３
４
４
１
万
４
１
８
６
人 

（
４
６
万
２
６
９
０
人
） 

 
 
 
 
 
⇓ 

３
４
６
４
万
１
５
６
１
人 

（
４
７
万
３
５
３
７
人
） 

ブ
ラ
ジ
ル 

２
１
９
２
万
４
５
９
８
人 

（
６
１
万
０
２
２
４
人
） 

 
 
 
↡ 
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２
２
１
４
万
３
０
９
１
人 

（
６
１
万
５
６
３
６
人
） 

 
 

日 

本   
 

１
７
２
万
４
７
９
０
人 

 
 
 
 
 
 

（
１
万
７
９
３
０
人
） 

 
   

 
 
 
 
 
 
 
 
⇞ 

           

１
７
２
万
７
６
５
８
人 

 
 
 
 
 
 
 

（
１
万
８
３
６
４
人
） 

 

東
京
都 

 

３
８
万
１
９
０
０
人
（３
１
５
８
人
） 

⇓ 

 
 
 
 
  

 
 

３
８
万
２
２
６
０
人
（３
１
６
８
人
） 

大
阪
府 

 

２
０
万
２
８
５
１
人 

（３
０
５
６
人
）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⇓ 

 
 
 
 
 

２
０
万
３
２
０
７
人
（３
０
６
４
人
） 

埼
玉
県 

 

１
１
万
５
６
９
８
人
（
１
０
５
０
人
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⇓ 

１
１
万
５
８
８
０
人
（
１
０
５
７
人
） 

群
馬
県 

 

１
万
６
８
２
１
人
（
１
７
６
人
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⇓ 

 
 
 

 
 

１
万
６
９
５
３
人
（
３
０
人
） 

 

前
橋
市    

２
４
５
６
人
（
２
９
人
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⇓ 

           

２
４
６
１
人
（
２
９
人
） 
 

高
崎
市 

 
 

２
３
８
４
人
（
１
４
人
） 

                         ⇓ 

 
 
 
 
 
 
 

２
３
９
３
人
（
１
４
人
） 

藤
岡
市 

 
 
 
   

３
４
４
人 

 ⇓ 

             
 

３
４
４
人 

伊
勢
崎
市 

  

３
０
８
７
人
（１
７
人
） 

 
 
 
 
 
   

 
     ⇓ 

  

３
１
１
２
人
（１
７
人
） 

太
田
市 

 
 

２
９
８
６
人
（
１
人
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⇓ 

 
 
 
 
 
 
 

３
０
２
５
人
（
１
人
） 

２
．
個
人
で
や
る
予
防 

個
人
で
や
る
べ
き
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

Ａ 

３
密
（
密
集
、
密
接
、
密
閉
）
機
会
回
避
を
基
本 

に
、
手
洗
い
、
睡
眠
、
栄
養
、
運
動
な
ど
個
人
の 

問
題
と
し
て
対
応
を
と
る
こ
と 

≪

お
問
い
合
わ
せ
先
（個
別
・集
団
接
種
と
も
）》 

Ａ  

健
康
福
祉
部 

健
康
づ
く
り
課 

新
型
コ
ロ 

 
 

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
係 

 
 
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ: 

０
２
７
・４
２
２
・１
２
１
１(

代
表) 

Ｂ 

藤
岡
市
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
相
談
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー             

 
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：０
２
７
・２
１
２
・０
２
６
６ 

Ｃ 

副
反
応
な
ど
ワ
ク
チ
ン
の
専
門
的
な
相
談
先 

 
 
 
 

ぐ
ん
ま
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
ダ
イ
ヤ
ル 

０
５
７
０
・７
８
３
・９
１
０ 

土
日
・祝
日
を
含
め
２
４
時
間
、
２
０
か
国
語
で
対
応 

Ｄ 

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
１
０
月
で
終
了
し
ま

し
た
。
１
１
月
８
日
以
降
に
接
種
を
希
望
の
方
は

く
す
の
木
病
院
、
篠
塚
病
院
、
光
病
院
、
鬼
石
病

院
そ
の
他
で
（広
報
ふ
じ
お
か
１
１
月
２
日
号 

２
ペ
ー
ジ
参
照
） 

 

３
．
早
期
治
療
に
関
し
て 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
か
か
っ
て
い
な
い
か
調
べ
て

ほ
し
い
時 

① 

発
熱
等
の
症
状
の
あ
る
方
は
、
ま
ず
は
、
か
か
り
つ

け
医
等
の
身
近
な
医
療
機
関
に
直
接
、
電
話
相
談

し
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

② 

診
察
を
し
た
医
師
に
よ
っ
て
、
感
染
が
疑
わ
れ
る
と

判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 
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③ 

ま
た
、
相
談
す
る
医
療
機
関
に
迷
う
場
合
に

は
、
「受
診
・
相
談
セ
ン
タ
ー
」に
電
話
し
て
く
だ

さ
い
。 

（
本
誌
、
３
ペ
ー
ジ
の
「お
知
ら
せ
」
の
五
参
照
） 

４
．
医
院
と
し
て
の
対
応
の
現
状 

① 

２
０
２
０
年
９
月
か
ら
再
開
さ
れ
た
胃
癌
検
診 

 
 

で
は
内
視
鏡
検
査
中
の
感
染
防
止
対
策
に
沿 

 
 

っ
て
対
応
し
て
い
る
。 

② 

一
般
患
者
さ
ん
と
の
動
線
が
重
な
ら
な
い
対
策 

 

例 
 ① 

発
熱
者
は
院
内
に
入
ら
な
い 

② 

診
察
は
院
外
で
、
主
に
乗
用
車
内
で
の 

 
 

診
療
（
問
診
、
検
体
採
取
、
薬
剤
・
処 

   

方
箋
の
発
行
）
と
な
り
ま
す
。
か
か
り 

 
  

つ
け
の
患
者
さ
ん
に
は
、
電
話
で
の
診 

   

察
・
処
方
箋
発
行
も
あ
り
ま
す
。 

③ 

夏
期
テ
ン
ト
の
用
意 

④ 

軽
い
発
熱
、
風
邪
症
状
の
方
は
、
１
、 

 

２
日
間
、
家
で
過
ご
し
、
軽
快
し
な 

 

い
、
ま
た
は
症
状
が
強
く
な
る
よ
う
で 

 

あ
れ
ば
来
院
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

⑤ 

来
院
前
に
必
ず
医
院
に
電
話
を
し
て
、 

 
 

指
示
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

⑥ 

家
か
車
内
で
待
機
し
て
い
た
だ
き
ま
す 

⑦ 

可
能
な
限
り
携
帯
電
話
を
携
行
し
て
く 

 

だ
さ
い
。
携
行
で
き
な
い
場
合
は
玄
関 

 

扉
の
左
側
手
前
に
あ
る
イ
ン
タ
ー
ホ
ン 

 

を
ご
利
用
い
た
だ
き
指
示
を
お
待
ち
下 

 

さ
い
。 

⑧
そ
の
他 

５
． 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に 

 
 
 

つ
い
て
（整
理
） 

(

１
） 

症
状 

３
７
、
５
℃
程
度
の
発
熱
や
呼
吸
器
症
状
が 

１

週
間
前
後
続
く
こ
と
、
強
い
だ
る
さ(

倦
怠
感)

、

の
ど
の
痛
み
、
筋
肉
痛
、
嗅
覚
・味
覚
障
害
な
ど 

(
２
） 

重
症
化
し
や
す
い
人 

高
齢
者
や
基
礎
疾
患
が
あ
る
人
な
ど 

(

３
） 
自
分
で
や
れ
る
こ
と 

３
密
（密
集
、
密
接
、
密
閉
）
を
避
け
る 

栄
養 

感
染
に
対
す
る
防
御
と
し
て
重
要 

運
動 

免
疫
力
向
上 

(

４
） 

発
熱
や
せ
き
な
ど
比
較
的
軽
い
風
邪
の
症
状
が

続
く
人
は
次
の
よ
う
に
。 

① 

か
か
り
つ
け
医
に
連
絡
し
て
指
示
を
受
け
る
方
法 

 

イ
． 

自
宅
待
機
の
指
示 

(

症
状
軽
く
解
熱
剤
で
対
処
で
き
る
と
き) 

ロ
． 

時
間
を
指
定
し
来
院
し
、
車
内
で
待
機
し
て

い
た
だ
く
場
合 

 

② 

か
か
り
つ
け
医
が
い
な
い
場
合 

（
一
般
的
な
相
談
の
場
合
） 

(

前
記
、
３
ペ
ー
ジ
、
五
参
照) 

６
． 

医
療
機
関
に
入
る
前
に 

・
３
７
℃
以
上
の
発
熱
が
あ
る
方
は
基
本
的
に
は
院

外
対
応
。 

・
咳
、
く
し
ゃ
み
、
の
ど
の
痛
み
な
ど
風
邪
症
状
の

あ
る
方
も
、
同
じ
対
応
で
す
。 

〇 

院
内
に
入
る
前
に
、
電
話
で
医
院
受
付
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。 

〇 

携
帯
電
話
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
玄
関
に
あ
る

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い 

○ 

医
療
機
関
に
入
る
際
に
は
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
ほ

か
、
手
洗
い
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
（
咳
や
く
し
ゃ
み

を
す
る
際
に
、
マ
ス
ク
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
ハ
ン
カ

チ
、
肘
を
使
っ
て
、
口
や
鼻
を
お
さ
え
る
こ
と
）

の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

７
．
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て 

 
 
 

１
０
月
２
５
日
（月
）
か
ら
予
約
開
始
、 

接
種
は
十
一
月
か
ら
開
始
し
て
い
ま
す 
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 院
長
の
ひ
と
り
ご
と
（百
九
十
一
） 

 
 

 
   

高
窓
三
題
（
続
） 

  

蜂
退
治 

◇
村
の
中
学
校
を
退
職
し
た
父
は
、
周
り
の
人

た
ち
に
教
わ
り
な
が
ら
稲
づ
く
り
を
は
じ

め
た
。
他
に
山
林
の
間
伐‣
刈
り
払
い
や
雑

木
の
伐
り
だ
し
な
ど
盛
ん
に
や
っ
た
。
思
え

ば
、
私
が
公
立
病
院
を
退
職
し
、
開
業
し
た

年
令
と
ほ
ぼ
同
じ
年
令
の
人
生
再
出
発
で

あ
っ
た
。 

◆
杉
の
木
と
杉
の
木
の
間
に
生
え
て
い
る
雑
木

や
藪
を
切
り
払
っ
て
い
る
と
必
ず
出
会
う
の

が
蜂
で
あ
っ
た
。
父
は
何
度
も
刺
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
都
度
痛
み
に
地
団
太
を
踏
ん
で
い

る
姿
を
幾
度
も
見
た
。
父
は
考
え
た
、
い
つ

も
連
れ
て
行
く
男
の
子
３
，
４
人
と
打
ち
合

わ
せ
る
。
少
し
離
れ
て
子
供
の
頭
の
高
さ
く

ら
い
の
と
こ
ろ
に
、
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
の
巣
が
か

か
っ
て
い
る
。
枯
れ
気
味
の
杉
の
木
の
枝
を

拾
っ
て
き
て
先
端
の
葉
に
火
を
つ
け
る
と
パ

チ
パ
チ
と
音
を
立
て
て
た
ち
ま
ち
炎
の
勢
い

が
強
く
な
る
。
炎
の
付
い
た
枝
先
を
回
し
た

り
下
方
に
下
げ
る
と
炎
は
上
へ
上
へ
と
広
が
っ

て
勢
い
を
つ
け
て
い
く
。 

◇
「さ
あ
っ
」 

と
い
う
と
そ
れ
を
両
手
で
体
の
後
ろ
に
隠
す
よ

う
に
ハ
チ
の
巣
に
近
づ
い
て
い
く
。
子
供
た
ち
は

元
の
場
所
に
じ
っ
と
し
て
い
る
。
息
を
見
計
ら

っ
て
、
ハ
チ
の
巣
の
下
方
に
サ
ッ
と
炎
の
付
い
た

枝
を
持
っ
て
い
く
と
巣
の
周
り
に
い
た
蜂
が
ウ

ワ
ン
と
羽
音
を
立
て
飛
び
立
と
う
と
す
る
が
た

ち
ま
ち
羽
を
炎
に
焼
か
れ
て
み
ん
な
地
べ
た
に

墜
落
す
る
。 

◆
父
と
一
緒
に
な
っ
て
蜂
を
踏
み
つ
ぶ
し
、
巣
を

叩
き
落
と
し
た
。
一
休
み
と
い
う
こ
と
に
し

て
、
さ
ら
に
火
を
強
く
し
て
、
山
に
来
る
途
中

で
採
っ
て
き
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
焼
い
て
食
べ
た

も
の
で
あ
る
が
家
で
食
べ
る
よ
り
格
段
と
美
味

し
か
っ
た
。 

◇
山
の
急
斜
面
の
下
方
に
あ
る
林
で
、
雪
崩
が
起

き
や
す
く
、
木
が
育
た
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で

も
大
き
く
し
て
や
ろ
う
と
、
夏
休
み
に
は
毎
年

父
が
子
供
を
引
き
連
れ
て
通
っ
た
山
林
で
あ
っ

た
。 

◆
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
気
持
ち
を
込
め
て
世
話
を
し

た
山
林
も
、
安
い
外
材
が
輸
入
さ
れ
、
ス
ギ
花

粉
症
の
原
因
に
な
る
と
い
っ
て
は
非
難
さ
れ
、

人
気
が
な
く
な
っ
た
。
薪
が
カ
ロ
リ
ー
源
の
台

所
仕
事
が
石
炭
・石
油
に
代
わ
っ
て
い
く
と
薪

木
は
厄
介
者
に
さ
れ
、
見
向
き
も
さ
れ
な
く
な

る
時
代
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

◇
山
林
の
み
な
ら
ず
、
家
の
周
り
に
も
蜂
は
巣
を 

 
 

 
 

作
り
、
こ
こ
で
も
父
は
よ
く
よ
く
蜂
に
刺
さ
れ

た
。
あ
る
と
き
父
が
座
敷
の
高
窓
の
廂
に
ス
ズ

メ
バ
チ
の
巣
を
見
つ
け
た
。
ど
う
し
た
も
の
か

と
す
ぐ
上
の
兄
と
私
が
い
る
所
へ
相
談
に
来

た
。
こ
う
い
う
こ
と
は
大
人
に
み
ら
れ
た
よ
う

で
、
子
供
の
心
を
大
い
に
く
す
ぐ
っ
た
。 

◆
兄
と
私
の
ア
イ
デ
ア
で
、
窓
を
開
け
る
た
め
の

六
尺
棒(

約
１
．
８
メ
ー
ト
ル)

に
草
箒
を
ひ
も

で
縛
っ
て
長
く
し
、
ホ
ウ
キ
の
先
端
に
Ａ
３
版

く
ら
い
の
ハ
エ
ト
リ
ガ
ミ
を
一
巻
き
し
た
も
の

を
用
意
し
た
。
高
窓
を
少
し
開
け
て
そ
こ
か
ら

こ
の
接
着
剤
付
き
の
棒
を
ハ
チ
の
巣
近
く
に
進

ま
せ
る
の
で
あ
る
。
万
が
一
に
も
蜂
が
部
屋
に

入
っ
て
き
た
時
の
用
心
に
座
敷
の
中
に
は
蚊
帳

を
吊
っ
て
お
い
た
。
い
ざ
と
い
う
と
き
の
避
難

所
で
あ
る
。 

◇
兄
の
ほ
う
が
背
が
高
い
の
で
棒
を
手
に
取
り
、

窓
の
隙
間
か
ら
外
に
出
し
、
巣
に
近
づ
け
る 

と
、
蜂
は
何
事
か
と
攻
撃
し
て
来
た
が
、 

皆
、
羽
が
接
着
剤
に
く
っ
つ
い
て
身
動
き 

が
で
き
な
く
な
る
。
そ
う
し
た
ら
そ
っ
と 

座
敷
の
中
に
引
き
込
ん
で
畳
の
高
さ
ま 
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で
お
ろ
す
。
私
が
ハ
サ
ミ
で
腹
部
と
胴
体 

 
 

を
ち
ょ
ん
切
っ
て
し
ま
う
。
羽
の
付
い
た 

 
 

頭
胸
部
は
畳
の
上
を
走
り
回
る
の
だ 

 
 

が
、
噛
み
つ
か
れ
て
も
刺
す
針
は
な
い
か 

 
 

ら
怖
く
な
い
。 

◆
結
局
、
一
時
間
も
か
か
ら
ず
に
全
部
退 

 
 

治
し
て
し
ま
っ
た
。
我
ら
３
人
の
快
哉
は 

 
 

蜂
に
と
っ
て
は
大
災
厄
で
あ
っ
た
。
蜂
の 

 
 

悔
し
さ
、
慮
り
な
ぞ
は
一
寸
も
思
い
浮 

 
 

か
ば
な
か
っ
た
。
無
慈
悲
残
酷
極
悪
非 

 
 

道
で
あ
っ
た
。 

 

◇
人
間
と
非
人
間
、
動
物
、
昆
虫
、
い
ろ
ん 

 
 

な
虫
や
魚
な
ど
、
自
分
の
生
活
に
害
に 

 
 

な
る
者
を
何
の
哀
れ
み
も
罪
悪
感
も
な 

 
 

く
、
殺
し
て
し
ま
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
、 

 
 

人
間
同
士
で
も
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
が 

 

 
 

人
類
の
歴
史
上
に
も
あ
っ
た
し
今
で
も 

 
 

あ
る
こ
と
を
知
り
、
ぞ
っ
と
す
る
。
そ
こ 

 
 

に
は
、
『
人
間
は
み
な
平
等
』な
ど
と
い 

 
 

う
思
想
は
な
い
。
肌
の
色
、
考
え
方
の
ち 

 
 

が
い
で
何
の
逡
巡
も
な
く
、
引
き
金
を 

 
 

引
く
、
ボ
タ
ン
を
押
す
。
そ
ん
な
お
ぞ
ま 

 
 

し
さ
の
種
子
も
、
も
と
は
と
言
え
ば
、
蜂 

 
 

の
胸
と
腹
部
を
ち
ょ
ん
切
っ
て
い
た
自 

 
 

分
の
中
に
も
育
ち
う
る
こ
と
で
あ
っ
た
、  

 
 

か
も
し
れ
な
い
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
で
辛
い
一
年
で
し
た 

ワ
ク
チ
ン
注
射
は
大
忙
し
で
し
た 

コ
ロ
ナ
蔓
延
下
の
東
京
で
世
界
中
の 

心
配
の
中
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
。 

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
人
間
の
限
り
な
い
可
能

性
を
示
し
て
く
れ
、
沈
ん
だ
心
に
大
き
な

感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た 

ど
ん
な
困
難
の
な
か
に
も
新
し
い
希
望
の

芽
生
え
が
始
ま
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
学
び
を
感
謝
し
ま
し
た 

ど
ん
な
人
に
も
あ
る
人
間
性
を
信
頼
し
、

来
年
が
良
い
年
で
あ
る
と
希
望
を
も
ち
ま

す
。 

  

一
年
間
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

皆
様
、
よ
い
新
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。 

 

  
 

 
 


